
資料２

重点取組

目標

実施主体

市町

【鴻巣市】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

【上尾市】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

【桶川市】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

感染症対策を講じた避難所の開設訓練実施
令和７年７月１日（火）
鴻巣市総合防災訓練実施
令和７年１１月３０日（日）
災害対応図上訓練実施
令和８年１月２３日（金）

感染症対策を講じた避難所の開設訓練は継続し
て行うことが重要であるが、新たな取組や他市
の先進事例等を参考にする必要がある。

感染症対策を講じた避難所の開設訓練
災害対応図上訓練

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

災害時医療保健活動マニュアル（３市１町共通
マニュアル）について、調整中。

特になし。 災害時医療保健活動マニュアル（３市１町
共通マニュアル）について、見直しを実
施。

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

市内の小中学校で思春期防煙・薬物乱用防止教
室を開催。
小学校12校　中学校4校で実施　2139人に実施

他の学校行事との日程調整が困難なことがある。市内の小中学校で思春期防煙・薬物乱用防
止教室を開催。
小学校12校　中学校4校で実施予定
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健康危機管理体制の整備充実

関係機関等による「顔の見える関係」を形成し、健康危機管理体制の充実を図るとと
もに、健康危機管理対策の強化を図ります。

保健所、市町、医師会、歯科医師会、薬剤師会、医療機関 等

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

・小学校5.6年生を対象に実施する防煙健康教
室において、薬物乱用防止についての講話を実
施。市内4校、573名参加。

④  感染症対策の推進

感染症発生動向調査事業週単位情報に基づき、感
染症の注意報・警報が発令された際にはホーム
ページや広報等に掲載。

特になし。 継続

・成人を対象とした啓発が必要である。 ・小学校5.6年生を対象に市内3校で実施す
る防煙健康教室において、薬物乱用防止に
ついての講話を実施。

④  感染症対策の推進

感染症発生動向調査事業週単位情報について、健
康増進課職員及び庁内の保健師と共有し、業務に
活用。
感染症の注意報・警報が発令された際にはホーム
ページに掲載するとともに。健康アプリ、子育て応
援アプリのプッシュ通知等で市民へ周知。
定期予防接種の実施。

周知や啓発を継続していくことが必要。 ホームページへの掲載や、各種アプリにおけ
るプッシュ通知等による市民への周知を継続
していく。

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

・令和8年1月18日(日)地域防災訓練の実施（桶
川北本伊奈地区医師会との連携訓練を実施）。

・鴻巣保健所主催の「地域特性共有シート作成
ワーキング」に参加(令和7年9月9日)
・鴻巣保健所主催の「災害時保健活動マニュア
ル策定ワーキング」に参加(令和7年9月9日、12
月23日)
・熊谷保健所拠点管内災害対応研修講義・演習
に参加(令和7年7月15日、8月7日)
・鴻巣保健所主催の「県央地域災害時保健医療
訓練」の参加(令和8年1月24日)
・鴻巣保健所主催の「埼玉県県央地域災害保健
医療調整会議」の参加(令和8年3月16日)

・関係機関との情報共有・連携。 ・R7年度の取組を継続

・関係機関との情報共有・連携。 ・防災訓練の実施

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

6年ぶりの対面となる上尾市地域医療に関する懇
話会を開催し、幅広い意見交換を行った。

懇話会で交わされた意見について、実現可能なも
のと困難なものを整理していく必要あり。

上尾市地域医療に関する懇話会を継続して開
催予定。

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

災害支援委員会作業部会において、大規模災害時
における初動体制の確認、上尾市と上尾市医師会
医療機関との災害訓練の具体的計画等について
検討。

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

保健師を始め、なるべく多くの職員がトリアージ等
の各種訓練に参加し、危機感を共有する必要があ
る。また、上尾市で組織再編等が行われた場合も、
安定した体制を維持する必要がある。

災害支援委員会作業部会を継続し、より具体
的な災害訓練等を進めていく予定。

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

（食品の安全性の確保）
・コバトン食の安心情報の掲示
・県の食中毒予防記事の市広報誌への掲載協力

・薬物乱用防止教室を学校保健計画に位置付け、
学校薬剤師、警察職員等の専門家と連携しなが
ら、年１回以上実施。（全校）

（食品の安全性の確保）
啓発、周知を続けていくことが必要。

・市内全校で薬物乱用防止教室を開催した。

・コバトン食の安全情報の掲示や県の食中毒
予防記事の市報掲載協力をすすめていく。

・市販薬による「オーバードーズ」が社会問題
となっていることから、薬物乱用防止教室にお
いても取り上げ、適切な服薬指導や啓発活動
につなげていく。
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資料２

【北本市】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

【伊奈町】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

医師会

【北足立郡市医師会】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

【上尾市医師会】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

④  感染症対策の推進

各種ワクチン接種等、感染症予防対策を行った 今年度も各種ワクチン接種等、感染症予防
対策を行うとともに、新興感染症に対する
対策を行政と共に連携していく

主な取組
令和７年度 令和８年度取組計画

・上尾市医師会会員向けの災害医療対策情報等
の方法の充実

・災害支援委員会作業部会での検討を重
ね、MCS及びスプレットシートを活用した
情報伝達の充実

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

・災害支援委員会作業部会開催(委員数12人)
「災害時初動医療体制」・「災害時医療救護活
動マニュアル」の修正、トリアージ訓練、
DHCoS、今後の計画等を検討　開催日：R
７.5.15、R7.7.17、R7.9.25、R7.11.21、
R8.1.15　　開催予定：R8.3.12

・MCS及びGメールを活用しスプレットシートに
より災害時の情報伝達拡充を図る

・MCSの周知活用及びスプレットシートの
利用訓練を実施する
・計画策定した「災害時初動医療体制」・
「災害時医療救護活動マニュアル」等を上
尾市医師会会員向けに周知する。

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

・R7.10.12県央地区大規模災害訓練（北里メ
ディカルにて災害訓練に参加、医師会、藤村病
院、上尾中央総合病院、県立がんセンター、健
康増進課）R8.1.24県央地域災害時保健医療訓
練参加、医師会、藤村病院、上尾中央総合病
院、県立がんセンター上尾市・災害医療対策ト
リアージ講習会開催　R7.4.15　参加者数12人
R7.5.23 参加者数20人　R7.6.24　参加者数7人

④  感染症対策の推進

主な取組

感染症発生動向調査事業週単位情報について、健
康づくり課職員と共有し、流行がみられる感染症に
ついての情報をホームページ等に掲載し、周知を
図った。定期接種等個別予防接種の実施。任意接
種に対する補助金の交付。

・新型インフルエンザ等対策行動計画の改定に向
け、有識者会議を２回実施。
・新型インフルエンザ等対策行動計画の改定（令和
8年3月完成予定〉

・庁内関係各課への周知 ・市民への感染症対策の周知
・感染予防となる予防接種の周知

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

・町総合防災訓練において、医師会等と連携し
たトリアージ訓練展示の実施、避難所内の巡回
・災害時医療保健活動マニュアルの作成

体調不良を訴える避難者役を出し、避難所内の
巡回中診察等を行ったが、体調不良者を診た後
の処置に必要な消耗品や、避難所の設備等まだ
不足している部分が多くあると感じた。

町総合防災訓練における、薬剤師会、歯科
医師会及び柔道整復師会との連携強化

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

公共施設等にポスターを掲示し、周知を図っ
た。

公共施設等にポスターやパンフレットを設
置予定。

④  感染症対策の推進

感染症対策として公共施設等に消毒液等を配布し
た。また、随時広報や町ホームページで感染症情
報について周知を行った。

感染症対策備品の備蓄・管理 必要に応じて公共施設に消毒液等を配布し、
感染症情報については、広報や町ホームペー
ジで周知を図る。

令和７年度
令和８年度取組計画

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

危機管理部門との連絡調整、情報共有 危機管理部門との連絡調整、情報共有 危機管理部門との連絡調整、情報共有

④  感染症対策の推進

MR接種率は目標に達しておらず、接種の必要性の
啓発、周知等が必要と思われる。

引き続き、広報、ホームページ、個別通知、他
周知できる機会を利用して感染症や予防接種
を案内していく。

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

３市１町が行う初動期における医療及び保健活
動の共通事項として取りまとめた「災害時医療
保健マニュアル」及び「北本市版災害時医療保
健活動マニュアル」を令和７年３月末に策定。
保健活動体制における手引き「災害時保健活動
マニュアル」を令和８年３月末に完成予定。

各々のマニュアルについて、随時見直しを図る
必要がある。

各々のマニュアルについて、随時見直しを
図る

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

・薬物乱用防止教室の実施 ・他の学校行事との両立ならびに、学校が講師
と日程調整をすることに時間が掛かる。

・薬物乱用防止教室の実施

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

北足立郡市医師会、管内市町、鴻巣保健所及び
消防本部による「地域医療協議会」を実施して
いる

今年度も「地域医療協議会」を実施する

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

災害時医療救護所を設置しMCSを活用した行
政、保健所、災害拠点病院との災害時の連絡体
制を構築し訓練をした

今後も定期的に同様の訓練を実施し問題点
を解決していく

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画
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歯科医師会

【北足立歯科医師会】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

薬剤師会

【鴻巣薬剤師会】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

【上尾伊奈地域薬剤師会】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

【桶川市薬剤師会】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

・上尾市医師会独自の市内感染症(インフ
ルエンザ、新型コロナウィルス)のサーベ
イランスを実施し、会員に周知
・学級閉鎖、学校閉鎖状況を周知

・上尾市医師会サーベイランスの継続
・学級閉鎖、学校閉鎖状況の周知の
継続

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

医師会で取組む医療救護所の具体案に追従
する体制づくり

桶川北本伊奈地区医師会立准看護学校等で
講義を継続し、医療従事者への連携および
理解を深める

桶川北本伊奈地区医師会立准看護学校で講義

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

④  感染症対策の推進

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

食品の安全性の確保及び薬物乱用防止対策の推
進 を目的とした研修会など受講

埼玉県災害歯科支援チームへの参加 埼玉県災害歯科支援チームへの参加者数増加 各関係機関・団体との今まで以上の連携強
化を目指す

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

①薬剤師災害リーダー研修への会員2名派遣、
②地域医療協議会への講習会参加

関係機関との連携体制が疎なので、密を求め
る。

令和7年度と同じ

主な取組

④  感染症対策の推進

鴻巣市内小中学校の感染症流行状況を会員薬局
に一斉同報　こちらを薬局利用者に情報提供

インフル等のパンデミック時の治療薬の備蓄
個店薬局の努力に頼り切りと思われる現状体制

鴻巣市内小中学校の感染症流行状況を会員
薬局に一斉同報、こちらを薬局利用者に情報
として活用

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

鴻巣市防災会議に参加 気候変動による豪雨災害やインフラ老朽化によ
る事故時の対応

鴻巣市防災会議に参加

主な取組 令和８年度取組計画
令和７年度

④  感染症対策の推進

行政や医療従事者との健康危機管理体制の整備
充実に関する連携不足

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

桶川北本伊奈地区医師会立准看護学校の他にも
講演活動を推進させる

各連携会議において、行政や医療従事者と
の連携および理解を深める

地域における健康危機管理体制の充実強化 を
目的とした研修会など受講

各連携会議において、行政や医療従事者と
の連携および理解を深める

行政や医療従事者との食品の安全性の確保及び
薬物乱用防止対策の推進に関する連携不足

学校薬剤師による給食検査の実施
学校薬剤師は県薬講習会による薬物乱用を含め
た知識を修得

物価高騰からの学校給食の栄養面や質に関して
関与していない

学校薬剤師による給食検査の実施
各学校薬剤師は県薬講習会により、引続き
の薬物乱用を含む知識の習得

令和７年度
令和８年度取組計画

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

鴻巣市と防災協定は締結済み
医師会の医療救護所の検討の取組みに賛同

発災時の具体的行動に不安
その後の医療救護所体制の構築を踏まえた当会
協力体制

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

実績なし 桶川市の災害時活動マニュアルに沿って対
応

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

薬物乱用防止のポッケトカレンダーの配布
要望により薬物乱用防止教室開催

薬物乱用防止のポケットカレンダーの配布
要望により薬物乱用防止教室の開催実施予
定

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

①災害時の医療救護活動等に係る行政協定（自
動更新）、②災害時の薬剤師活動研修への受講

①災害時の活動訓練の実施が未実施、②研修受
講者の増員を図る

①災害時の協定内容の見直し（数年前の協
定内容）

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

①学校薬剤師の薬物乱用防止研修会受講、②教
材等による自己研鑽、生徒、親などへの啓蒙活
動の継続、③薬物乱用防止指導員協議会への参
加、④「ダメ。ゼッタイ。」普及運動街頭キャ
ンペーン参加

勤務薬剤師が多いので、学校等での講演会開催
のため教育委員会等関連部署との密な連携が必
要（開催日時、開催方法Hybrid等）

令和7年度と同じ

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

④  感染症対策の推進

①薬剤師会HPへの「感染症法に基づく感染症対応
薬局の一覧」を掲載

感染症に対する警戒心が薄れている。関心の程
度を維持する必要を感じている

令和7年度と同じ。学校薬剤師・養護教諭と連
携して予防・蔓延防止のための啓蒙活動。
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資料２

【北本市薬剤師会】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

消防本部

【県央広域消防本部】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

【上尾市消防本部】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

保健所

【鴻巣保健所】

取組内容・実績（見込みを含む） 課題・問題点

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

検査キットの販売 検査キットの販売

④  感染症対策の推進

・大規模災害時における医療機関・DMAT・
防災ヘリ・ドクターカー・ドクターヘリ等
の各関係機関との連携強化

・各関係会議等への参加
・関係機関との連携強化のため、特別機動
援助隊総合訓練等、各種訓練への参加

④  感染症対策の推進

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

埼玉県薬剤師会主催の研修に参加 各関係機関との連携を図る 各関係機関の研修に参加

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

①  地域における健康危機管理体制の充
実強化

・衛星携帯電話・防災行政無線訓練の実施（６
回）

・関係機関とのさらなる連携強化が必要。 ・衛星携帯電話・防災行政無線訓練の実施
（６回）

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

各薬局で薬物乱用防止ポスターの掲示、ポケッ
トカレンダーの配布

各関係機関との連携を図る 各関係機関の研修に参加

主な取組
令和７年度

令和８年度取組計画

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

・救急ワークステーション開設に伴い、地域基
幹病院と調整行いました。

・救急ワークステーション開設に関して、今後
も関係部署と調整が必要となります。

令和8年度から実施予定です。

埼玉県薬剤師会主催の研修に参加 各関係機関との連携を図る 各関係機関の研修に参加

②   災害時の地域における医療救護体
制・保健衛生活動体制の整備

・鴻巣市地域共生セミナーへの参加
・要援護高齢者支援ネットワークによる連携
・県央地域災害保健医療連絡会への参加
・特別機動援助隊総合訓練への参加

・(受援のための)各市町地域特性共有シート作
成ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ：1回13人参加
・各市町における災害時保健活動ﾏﾆｭｱﾙに関す
るﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ：2回23人参加
・埼玉県県央地域災害保健医療調整会議を開催
し、医療、行政関係者等による情報共有及び関
係づくりを行った。（R8.03.16 オンライン開
催）
・災害時の透析水の確保及び小児周産期体制確
保のため、関係市への説明及び調査を行った。

・自立協災害支援プロジェクト（医ケア児の避
難訓練）：令和8年2月3日実施
・管内病院と共催でセミナー開催（パステル
タッグプロジェクト）
「災害時における医療的ケア児者支援」
　R7年11月14日開催 会場51名 オンライン81名

・埼玉県県央地域災害保健医療調整会議のさら
なる連携体制を構築する。
・災害時の透析水の確保体制が確保されていな
い。
・災害時の小児周産期体制を確保する必要があ
る。

・医療機関、行政の危機管理部門・障害福祉部
門・保健部門等、関係機関の連携した体制が求
められている。
・災害時の安否確認体制の整備

・各市町地域特性共有シートの更新
・各市町における災害時保健活動ﾏﾆｭｱﾙの
見直しと更新
・埼玉県県央地域災害保健医療調整会議を
開催する。
・災害時の透析水の確保体制を検討、調整
する。
・災害時の小児周産期体制を検討する。

・医療的ケア児協議の場への参加
・関係機関支援者向け研修会の開催
・関係機関と連携し、自助力強化を目的と
した事業を実施

③  食品の安全性の確保及び薬物乱用防
止対策の推進

・HACCP導入確認施設数　420件
・薬物乱用防止講習会の講師派遣21回

・管内食品施設のHACCP導入確認
・薬物乱用防止の若年層に対する普及啓発

・HACCP導入確認予定施設数　520件
・薬物乱用防止講習会の講師派遣15回以上
・薬物乱用防止研修会及び作文コンコール
を開催（11月）

④  感染症対策の推進

・結核新登録患者数：35人、潜在性結核感染症：20
人(R7.1/1～12/31)
・３類感染症発生届数：11件
・４類感染症発生届数：8件
・性感染症（HIV含む）検査受検者数：213人、うち陽
性者数　ｸﾗﾐｼﾞｱ44人、梅毒13人、B型肝炎1人

・医療機関、社会福祉施設等におけるクラスター対
策
・関係機関への迅速な情報伝達と連携強化
・結核や性感染症等についての普及啓発

・医療機関や社会福祉施設等を対象にした研
修会の開催：1回
・感染管理認定看護師や市町担当者との連絡
会議の開催：4回
・MCSを活用した情報連携
・市町広報誌やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を活用した普及啓
発
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